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等Iこよるvitamin sa畔?, />蝕之量に ついて（I 一報 ）

寺 田雅 子　新田佳 美

目的　vit。,inBiり̂ み離 定量 法として　 理化 学法，廬生物 法 など'が`提 唱't 八｡てぃる

が　何れも時 異棟 と叔 度。点てヽ洗 分な解 決をみてぃ なI-*  c

そこで■ 今HI はvi  ね心 なｱ)あるもり を基すr^ し酵 希反応 をおこ如 ヽvii・'in d,群問 の変

化･こついて検針 すろ様 孕場合i 想'^ しマ　 それらめ分知 定量f 試 み瓦。

方 法　v 汁dM I n l?6 If (71 優 蝕 紅

30 分体動)  にて 各汲分 を分雁i.

榔 吸収 を測 芝 して 定-t  す 仁

主t してあ瓜濾紙f:気疎動 法（ 鰯衿浹囮3,6 ,　叙7

濾紙^ 風雛植　0./NづC£で^ 太t  ろ、i^i､液 。學外

結果　pIN ， piKJ“P ， )AL,  PAL-p, pAM ， PAM-p  のG  者臼司時t 気泳勧 した場奢，

0＼H  とpiN-p  の両者間の分数 に艇 ぶあるが゙ 他1刻

風乾に佃 が陳の回仮辛 ぽ　pAL   t 除 いてに軟的 高く　 本法,ﾏ よる定量* ＼`可能 で濁 ら

PAL  IS 定匡濾紙 電気泳動法,て｡て滉合液 やら命難l　iSl 乾, 抽 玄後lE.tkxnD/a.mim  を

添 加して'^そ を試 みす-飴蓼　 ヵヽな'I   り再現襖 を碍r% 。

A －125 ふ 徨蝕 叶 り-t 酸 訓 ト量(--*ヽえり 幄 孔（ か 軟 ）^ 酸 抽dx 和 ↑り 妙 す

暴 気節 牡 降 長o ふリla-  味厚 叡 ，

食 壽 申i^ 泰 まれ う季 絃ご量（こワ｀゙ て(A      既(;  Buﾋterwortり(1963),　Sanitini  引1％^），　田u

り1972),  衣 田"7  (1973)り報 告 バあ る 鰐 バ･ り同（c *` なヽ') ･り 奮 八認,り ろれ る ．'i ･ｸ要 害

と(. t  /; アス ニブ ビン酸 秀 加り 有 円住 む その奥 義,  X)  尺劣功 中 に蚕4 れ 釦・njapase     3)

蛋 台徹 結合座 業 醗･ｸ １ヽ､5ﾆ,など そ･ 化 べヽ7   い 内題 バ考 え φれ れ そ こ でごれ ラり 周

題ｔ 艶 礼 げ べ" そりf 果 り 防 丿 乱 九 づ喋 酸 量 り^ｹ （こ東 訟 知 尺瓶 物・ヽ り 凛

酸 紳 お こフリ マ基礎 妙 芙 験 をヽ試 み に

･k 吋 ゑ ： 試 料 と しt  [峠 酸t 蓼蕩卜秦 む食 易（い に 早. 豚 町 賎)  ^ 借 武 レ・

L.casei ATCG 7^69　を検 走葡 お-s  i 欽 糾^ 恥 し 遊 離 型葉 酸 量 ，・・njugase 処理麦 や紡 葉ヽ

●灸t^ 走量l  て武 軟 灸討1  尺.H ・g   0・njugase   (A 当研足 皇 で調 薯[  た も り, Chicken pancreas

oonjugase    （よD工FCO^ﾘ|,を用))   μ ．

芙映 剱^ ：ffl 尺応物よ ク季 酸 を抽^^  き（ぶ馮 い， ア スニ )レt:  ン酸 り添加 ド-r 酸 り発

足休'^  上.゛ う有 効 で`μ丿 令カリ ベ さ でめ る,  ②吠 什･^准 ま ち 加興 無 理（100｀0，5rain.）

後丿 矢走 卜 べ之 て≒ さヽi  な いk. 食 長　 つoonjagase　（^^  ') 刺赳 直（ 総喋 醸 量 ，遊 推 察粟

酸 量)  <n ノ< フツ キ ＆招 く ．特 に豚 肝'^

 

に鳥ヽ･て顕膏f め゙ る ．R     Pr・telnn･e 処理 心7    フ

遊 雖 之れ う幸 酸 μ桃 ちさ札 ら む レう業 績値^ 賎 少傾 向t 学 科 け りし マ^fe ’唆 と

麟 合 トヽ い ヽi 季 酸り 存弘（^ 彦 えら れ な い，


